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一般社団法人日本ダイカスト協会 
 

 

菅 野 賞 要 綱 

第１条 本賞は菅野賞と称し、古河鋳造株式会社 第二代社長 菅野友信氏より

本協会に寄贈された基金に基づくものである。 

第２条 本賞は本協会の会員の事業所において、ダイカスト製品の製造技術、も

しくは関連ある工業技術等の進歩発展に関し、功労のあった現場の技能

者を対象とする。 

第３条 本賞は、毎年募集するものとする。なお、授賞対象者には、１件につき

表彰状及び副賞３万円を贈呈する。 

第４条 本賞は、次の方法によって決定する。 

（1） 所定の応募様式が提出されている者である。 

（2） 選考委員会選考対象の中から原則として毎年４件以内を授賞候補として

選定する。 

（3） この選考は、本協会会長が委嘱した委員により構成される選考委員会に

よって行う。選考委員会及び選考委員に関する細則は別に定める。 

（4） 理事会は、選考委員会によって選考された授賞候補を審議し、当該年度

の授賞者を決定する。 

第５条 理事会は授賞に該当するものがないと認めた場合、当該年度の対象者は

無しとする。 

第６条 本賞の贈呈は、本協会通常総会において行う。 

第７条 基金及び基金の利息収入による運営に係る資金は、賞金及びその関連経

費のみに使用できるものとする。 

第８条 基金の利息収入の低下により運営に係る資金が不足したときは、理事会

の承認を得て基金を取崩し、賞金及び関連経費に充当することができる

ものとする。 

第９条 基金の不足により事業の継続が困難となった場合は、理事会において事

業の継続あるいは終了を検討するものとする。 

  



附則 

1. 本要綱に定められていない事項は理事会で定める。 

2. 本要綱は昭和５５年７月２３日から施行する。 

3. 要綱改訂 平成３年１１月１９日 

4. 要綱改訂 平成５年４月２３日 

5. 要綱改訂 平成１２年４月２１日（第７、８条及び９条追加） 

6. 法人格名変更[平成２４年４月１日 定款（H24.04.01 変更）附則第５号の

法人格表記読替規定に基づく変更] 

7. 要綱改訂 ２０２３年９月２９日 

 



菅 野 賞 施 行 細 則 

１. 応募対象（審査要綱第２条の技能者） 

勤務する会社内での業績を対象とする（単に永年勤続は対象外）。 

２. 授賞候補者の推薦方法 

候補者の推薦者は候補者の勤務する企業の代表者とし、所定の内容を明記し、

指定された期日までに会長あてに推薦する。 

３. 選考委員会に関する事項 

（1） 委員長は選考委員会の議長を務める。 

（2） 選考委員会は委員の過半数の出席により成立する。ただし、委任状を

認める。 

（3） 審査は委員の投票により順位をつけ、原則として毎年上位４件（個人  

またはグループ）を選定する。 

４. 授賞候補者の選考基準 

委員会は次の項目を基準として評価を行う。 

（1） 要綱第２条に基づき、以下の点に関する創意工夫・改善を通じて功労

のあった現場の技能者とする。なお、功労とは、製造技術の向上、合

理化、設備の改良、製品の開発、品質の向上、経済性の向上などを指

す。 

（2） 候補者は本協会の会員事業所の従業員とする。 

（3） 前年度の候補者を次年度以降重ねて推薦してもよい。 

５. 授賞に関する公表 

授賞者の業績概要を「会報ダイカスト」に掲載する。 

６. 費用 

 本賞に要する経費は菅野賞一般事業会計が支弁するものとする。 

 

 

選考委員会に関する細則 

１. 選考委員会委員は、学識経験者及び会員で構成され、２０名以内とする。  

２. 選考委員会委員長は、学識経験者とする。 

３. 選考委員会委員の任期は委嘱後１年とする。 

４. なお、選考委員会は、選考委員会委員が、申請者、もしくはその関係者とな

る場合には当該年度の選考委員から外す等、選考の厳正を図る措置を講ずる

ものとする。 

 

  



菅野賞候補者推薦様式（A4版） 
    年  月  日 提出 

業績題目 

（最初に御提出いただく際は空欄でも可） 

①○○技術の向上、②○○の合理化、③○○設備の改良・改善、④○○製品の開発、品質の向上、に経済性の向上など 

 

 

被 推 薦 者

(グループ

の 場 合 は

代 表 者 他

何 名 と す

る) 

ふりがな 

氏  名 

現場の技能者 

 
生年月日   年  月  日 

勤務する事業所 

 

 

 

職業上の地位 

本協会の会員の事業所（関連会社は含まれない） 

 

 

推薦のポイント：具体的説明を記入してください。詳細は、別紙にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 
＊別紙 5.問題点～7．効果を要約する。（そのまま転記でも可能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上記は、会社の指示により、○○氏が進め大きな成果を上げることができました。このことは、我社として重要なことであると思いますので

菅野賞に推薦する。 

上記は、○○氏や○○氏や○○氏が会社の仕事の一貫として行っていたところ副次的に大きな効果を上げることができたので菅野賞に推薦す

る。 

上記は、自発的に○○氏が行ってきたが、我社にとっても重要なことであると思います。よって菅野賞に推薦する。 

 

推 薦 者 

代表者氏名 ダイカスト関係の役員相当 

 
                       印 

会社名  
 

所在地  
 

TEL                            FAX 

e-mail 



 

業績内容（本人または上司記入） 
下記の書き方を参考に「1.題目～8.最後に（まとめ）」をご記入ください。また、書き方が

分からない場合、事務局へお問い合わせください。事務局がお手伝いさせていただきます。 

 

1.題目（タイトル）：①○○技術の向上、②○○の合理化、③○○設備の改良・改善、④○○製品の開発、品質向上、経済性の向上など 

 

 

2.対象者（グループ）： 

 

3.はじめに：経歴と特に上記題目に合う改善や向上等を１件で良いので簡潔に書く。 
○○年に○○社に入社し、○○工場の○○部に配属となった。○○年より○○に移動になり、○○に担当となった。 

○○より、○○の改善に携わり、ここで○○について、取り組んだ一例として○○について報告する。 

 

 

 

 

4.背景：○○年頃、○○が○○であった。○○を行っていた。 

 

 

 

 

5.問題点：○○が○○であるという問題点があった。問題点を図〇に示す。 

 

 

 

 

 

 

6.改善点：私は、○○について、○○を○○した。私が行った改善点を図〇に示す。○○を○○に変更した。 

 

 

 

 

 

 

 

7.効果：この対策によって○○作業が楽になった。○○作業が○○％向上した。品質の安定化が図れた。コストが○○になった。 

 

 

 

 

 

 

8.最後に（まとめ）：感想や謝辞 

○○の改善が進んでいくことは大きな喜びでもありました。培ってきたノウハウや技術を後進に伝えていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

菅野賞候補 別紙 


